
■平成２９年度 小牧市障害者自立支援協議会 各連絡会事業計画進捗状況 

連絡会 目標 計画 
実施

有無 
行なった内容 実施して気づいたこと 

就労支援連絡会 ①一般企業への就労移行、

就労定着に向けた支援 

①企業見学会の実施 

～障害者雇用を考えている

企業（障害者雇用推進セミ

ナー） 

実施 5月 19日地域事業所

見学ツアー実施 

～ハートコープあい

ち、三喜ファーム、 

小牧市内就労支援連

絡会所属Ａ型（地球

こども村）・Ｂ型（本

庄授産所） 

昼食：小牧ワイナリ

ー 

・事業所見学は、現場

の状況等を直接見聞

することができる。 

 

・同じ就労系でも支援

の方針、方法が異な

り、お互いに良い刺

激となる。 

②就労系障害福祉サービス

事業所を一般企業や市民

の方への情報発信（認知

度向上） 

 

②③障害者が働く事業所ガイ

ドブック 

～小牧市役所及び小牧市

社会福祉協議会ホームペ

ージの掲載 

実施 ・小牧市、小牧市社

会福祉協議会の各

ホームページに掲

載 

・小牧商工会議所の

会員メールマガジ

ンに１回掲載

（7/1） 

・小牧市のホームペー

ジで事業所ガイドブ

ックを検索するが、

文言が出てこない為

探しづらかった。そ

の後、ホームページ

の修正により、すぐ

にガイドブックを見

られるようになっ

た。 

 

・修正をした場合、す

べてのホームページ

においてＰＤＦファ

イルを差し替えが必

要。リンクを貼れな

いか。 



連絡会 目標 計画 
実施

有無 
行なった内容 実施して気づいたこと 

③就労系障害福祉サービス

事業所の受注の増加 

 実施 7月 26日障がい者求

人情報等説明会実施 

 

各事業所への問い合

わせもあり、情報共

有するために一斉メ

ール発信を実施中。 

・企業より求人および

内職の情報提供をさ

れるがその後の展開

についても情報があ

ると良い。 

 

・２月の尾張北部圏域

障がい者雇用推進セ

ミナー実施後、参加

企業より内職等の問

い合わせ多数あり。 

④就労を継続するための支

援 

 

④事業形態による課題 

 （就労Ａ型・Ｂ型の差異等） 

～問題に応じて相談支援事

業所及びこども連絡会との

連携 

実施 ・就労Ａ型の意見交

換 

○個別支援計画様式 

 

○就労Ａ型の運用の

見直し 

 

 

 

 

 

 

・就労Ｂ型の意見交

換 

○契約の判断基準 

○働く姿勢・意欲 

Ａ型 個別支援計画は、

国の示している

様式が１枚にア

セスメント等が

まとめられてい

るので使いやす

い。 

Ａ型 内職単価が低

く、作業のみで

賃金を支払うこ

とは難しい。 

 

Ｂ型 事業所により受

け入れる基準は

違う。 

Ｂ型 保護者の希望が

強い。 



連絡会 目標 計画 
実施

有無 
行なった内容 実施して気づいたこと 

就労支援連絡会

と日中活動系連

絡会合同 

①各特別支援学校と各事業

所の情報交換は出来るよ

うになってきたため、そ

の情報をいかに生徒や保

護者のもとに漏れが無い

ように伝えていく。 

特別支援学校との進路情報交 

換会（１２月か年明け） 

予定  ・来年度の高等部３年

生からの就労移行支

援の利用の仕方。 

・学校から事業所に正 

確な情報を伝えてほ

しい。 

日中活動系連絡

会 

① 作成した備蓄品リスト

表を活用できるものに

するため各事業所の見

学を実施し、事業所の資

源や取り組み状況を把

握することで連携をよ

り強固なものにする。 

①連絡会事業所の見学会実施 

 

 

 

 

 

 

実施 ９/８に実施 

事業所見学ツアー―

生活介護ぽぽらす、

さん・さん小牧、本

庄プラザ 

 

 

② 利用者や家族の高齢化

に対応する為に、高齢者

の制度や利用できるサ

ービス等を学び、事業所

同士の理解を深め、相談

支援専門員や行政等と

連携をしていく。 

②福祉、介護の制度を学ぶ研

修会の実施 

 

実施 障害福祉サービスと

介護保険制度の適用

関係を学んだ。 

障害者が65歳になった

時、基本的には、介護

保険制度が優先される

が、各利用者の障害の

状況や健康状態にもよ

り、より良い生活を送

れるような場合や状況

によっては、双方を利

用できる制度となって

いる。 

連絡会で今年度行いたいことや困っていることのアンケー 

トをもとに意見交換を行なう中で、障害福祉サービスに従 

事する職員の人材不足、職員の質の向上が課題に挙がって 

きた。来年５、６月を目途に就職フェアを行う方向で作業 

部会を立ち上げた。 

 就職フェアに向けた

作業部会を８/22 に

実施。 

最近の福祉就職フェア

では、来場者自体が少

ないとのこと。集客が

課題。 



連絡会 目標 計画 
実施

有無 
行なった内容 実施して気づいたこと 

相談支援事業所

連絡会 

①スーパーバイズ機能が求

められている。市内でス

ーパーバイズができる相

談員の養成。 

 

 

 

 

昨年度開催した事例検討の手

法を深める為、実際に半田市

社会福祉協議会で行っている

事例検討会に参加をし、連絡

会でも実際に行っていく。ま

た、小牧市としての課題吸い

上げを念頭にグループワーク

を行っていく。 

実施 7/11 に、半田市社会

福祉協議会の事例検

討会に参加。 

 

小牧市でも同じように

検討会を行って行く際

に学んだことを生かし

ていく。 

実施 7/31 に同じ手法で

の事例検討会を行

う。 

事例検討会の回数を重

ね、小牧市の困難事例

を全体で考えていくス

タイルを形作る。 

②個々のケアマネジメント

能力向上。 

実施 上記同様 個々の相談員が事例検

討会の回数を重ねる中

で、マネジメント力も

つけていく。 

③相談員同士の連携、横の

つながりを密にしてい

く。 

実施 5/18、情報交換とテ

ーマ「計画相談につ

いて」グループワー

クを行う。 

小牧市としての課題の

吸い上げを行ってい

く。 

こども連絡会 

 

 

○乳幼児分野  

①成長記録ノートの活用、 

普及。   

    

〇乳幼児分野 

① 成長記録ノートの取り扱

いについての検討と共有、

普及とつながり作り。 

実施 ・成長記録ノートに 

挟み込む情報の必

要性について十分

留意が必要。 

・個人情報の取り扱

いについて注意す

ることを共有し

た。 

・学校には十分届いて 

いないが、少しずつ、 

学校へ持参する保護 

者が増えている。 

・成長記録を普及させ 

るためには、支援者 

からの声掛けも 

大切。 

②自傷他害のある子への対

応についての意見交換。 

  

② 児童発達支援事業所での

具体的な対応についての

意見交換。 

実施 ・乳幼児分野などで 

意見交換を行っ 

た。 

（中高生分野でも意 

見交換を行った。 

・それぞれの事業所で 

の困り事などを意見 

交換する場が大切。 

・今後も支援の質の向 

上のための研修会を 



連絡会 目標 計画 
実施

有無 
行なった内容 実施して気づいたこと 

虐待に繋がらない 

ような支援につい 

ての意見交換を行 

った。） 

開催したり、他機関 

へ相談しやすい繋が 

りを作ること、他事 

業所での取り組みを 

知る機会を作ること 

が大切。 

○小学生分野 

① 児童クラブ、児童館との

連携。 

 

〇小学生分野 

①（グレーな子への対応を含

む）療育に関する研修会や

個別事例検討会の開催。 

予定 ・10/24 に児童クラ 

ブ、児童館へも参 

加を呼び掛けし、 

キャラバン隊公演 

を開催予定。 

・3/8 に小児科医を 

招き研修会を開催 

予定。 

 

・児童クラブや児童館 

から支援機関に繋がる 

よう、まずは交流でき 

る機会を作りたい。 

・地域の小児科医から 

発達障がいに関す講義 

を受け、ライフステー 

ジにおける必要な支援 

を考え生かしていきた 

い。 

②小学校入学後に成長記録

ノートを作成したい時の

支援。 

② 保健師との意見交換。 

 

実施 ・保健師から改めて 

成長記録ノートの 

必要性を聞き、意 

見交換を行った。 

・成長記録を作るタイ 

ミングはいつでも良 

い。必要な時に親子 

で作ると良い。 

③ 地域の小学校（特別支援

コーディネーター）と、

放課後等デイサービス

や相談員との連携。  

③連絡会や事例検討会での特

別支援コーディネーターと

の交流。 

 

実施 ・特別支援コーディ 

ネーターの参加を 

得て、ライフステ 

ージごとの支援機 

関の役割を知り、 

乳幼児期から小学 

校までの、支援が 

必要な親子への対 

応についてなどの 

意見交換をした。 

・学校では、校長以下 

様々な先生方が特別 

支援教育に関わって 

いる。福祉と教育の 

分野でお互い知らな 

いことが多い。今後 

も交流が必要。 

 



連絡会 目標 計画 
実施

有無 
行なった内容 実施して気づいたこと 

○中高校生分野 

① 関係機関、保護者へ向け

た性に関する研修会。 

〇中高生分野 

① 保護者へ向けた性に関す

る研修会の開催。 

予定 ・12/2 に開催予定 ・父親の参加も促した 

いので休日の開催に 

した。 

 

② 就労系事業所、放課後等

デイサービス、保護者と

の情報交換会。 

② 学校や卒業後の事業所と

のつながりについての事

例検討や意見交換。 

予定 ・11/28 に開催予定 

 

 

・卒業後の進路（事業 

所）を知り、支援の 

方法を考えたり連携 

を取りやすくするこ 

とを目的としたい。 

その他 

〇キャラバン隊（発達障が

いの疑似体験）の開催。     

その他 

〇支援者へ向けた発達障がい

の疑似体験研修会の開催。 

 

 

〇医師を含めたライフステー

ジにおける切れ目のない支

援作りをテーマにした研修

会の開催。 

〇（仮）療育サポートガイド 

の作成。 

〇（仮）障害児通所支援事業

所ガイドブックの作

成。 

実施 

 

 

予定 

 

予定 

 

・小牧あおぞらキャ 

ラバン隊による発 

達障がいの疑似体 

験公演を行った。 

・3/8 に小児科医を 

招き研修会を開催 

予定。 

 

 

・支援者が疑似体験す 

ることで多くの気づ 

きを得ることができ 

た。今回参加の少な 

かった放課後等デイ 

サービス向けに再度 

開催を企画したい。 

10/24 に予定。 

・地域の小児科医から 

発達障がいに関す講 

義を受け、ライフス 

テージにおける必要 

な支援を考え生かし 

ていきたい。 

・障害児通所支援事業 

所ガイドブック作成 

の必要性を感じてい 

る。 

 


